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新 型コロナウイルス
　　　　　　　感染症対策

【１億 1,215 万２千円】

　ワクチン接種をはじめ、感染

拡大防止策を講じるとともに、

今後のウイズコロナ・アフター

コロナを見据えた各種支援や情

報発信、環境整備に努めます。

農 林畜産業、商工業の
振興と雇用の創出

【２億 9,617 万６千円】

　本町の基幹産業である農業の

振興のため、後継者の確保や担

い手育成、園芸農家等に対する

支援を行います。また、「奥霧島

地域商社ツナガルたかはる株式

会社」によるさまざまなまちづ

くり事業を展開します。

ふ るさと納税の推進
【２億 4,757 万６千円】

　「奥霧島地域商社ツナガルたか

はる株式会社」の、民間の強み

を生かした新たな特産品の開発

やプロモーション等の取組によ

り、寄附額の増を見込みます。

観 光の振興　　

　　【5,828 万４千円】

　有形・無形の恵まれた資源を

さらに活用し、観光客の誘致や、

経済発展と活性化に努めます。

また、観光関連団体の連携によ

る「稼ぐ観光地づくり」への取

組の、町内事業者等への波及効

果が期待されます。

子 育て支援・少子化対策
　　【１億 3,746 万１千円】

　安心して子育てできるまちづ

くりを進めるため、給食費補助

や各種事業等により、子育て世

代の経済的負担軽減や、子育て

環境の充実を図ります。また、

少子化対策や、保育士確保のた

めの処遇改善や支援事業に取り

組みます。

移 住・定住の推進
【6,520 万５千円】

　移住定住に関する各種支援金

交付事業等を引き続き実施し、

また、地域おこし協力隊員の増

員を、移住定住につなげていき

ます。

災 害に強いまちづくり
【4,116 万１千円】

　消防ポンプ自動車の更新や、

消火栓の新設、新たな地域防災計

画に基づく総合型ハザードマップ

の作成等により、今後の災害等へ

の備えの充実を図ります。

公 共施設の整備
　　　　【2,154 万８千円】

　老朽化等により、管理や使用

に支障が出てきている公共施設

を、緊急性、優先性等を考慮し、

年次的な改修等により、施設の

延命化を図ります。

町 民本位 ( 町民ファースト )
の町政運営

　【57 万３千円】

　町政座談会の開催や、アンケー

ト調査等による皆さまのご意見

等を、町政や各種計画策定に反

映させていきたいと考えており

ます。

健 康づくりと
地域医療の充実

　　　【２億 124 万１千円】

　「健幸」をまちづくりの基本と

し、スマートウェルネスシティ

推進事業等を展開していきます。

また、高原病院の経営改革は、

患者数の動向等を見極めながら、

必要に応じて検討します。

高 齢者支援
【１億 2,738 万３千円】

　高齢者の生きがいと健康づく

りに関する事業への取組と、介

護を必要とするご本人やご家族

の負担軽減等につながる事業に

引き続き取り組みます。

資 源と魅力を生かした
地域の活性化

【1,247 万８千円】

　本町の持つ魅力ある資源の保

持、発展につながる支援や、地

域活性化起業人設置事業により、

外からの目線で、本町の活性化

につながる取組を推進します。

地 域交通の充実
【1,221 万５千円】

　乗合タクシー等の地域交通機

関運行維持対策事業へ取り組み

ます。

教 育環境の整備
　　【２億 369 万８千円】

　教育支援事業のほか、コロナ

禍でも充実した教育、学びにつ

ながる体制整備を継続実施します。

言葉が難しく、金額も大きすぎるので、

1,000分の１のスケールの家計に置き換えて見てみましょう

例えば、年収を588万とすると…

令和４年度の

重点施策
「町民の誰もが住み続けながら、

     豊かさと幸せを実感できる町づくり」の推進
令和４年度一般会計当初予算の概要

　令和４年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症対策を最重要課題に掲げ、移住・定住や雇用対策、少子化対策な

どの人口減少対策とともに、産業や観光の振興など、人が減っても持続可能なまちづくりに資する予算として、一般会

計予算は、58億 7,900万円で、前年度比１億9,600万円の増となりました。

支　　出

生活費（食費、光熱費、医療費など）

車の購入や自宅の増改築・修繕費

子どもへの仕送りやおこづかい

ローン返済　　　　　　　　　　　

貯金

支 出 計

収　　入

基本給

諸手当

親からの援助

貯金の取崩し

借入金

収 入 計

年額

322

59

138

56

13

588

月額

26.8

4.9

11.5

4.7

1.1

49.0

年額

126

269

113

37

43

588

月額

10.5

22.4

9.4

3.1

3.6

49.0

　これだけの生活（支出）には、給料（町税など）だけでは足りず、貯金（基金）を取り崩したり、借り入れ（町債）をして、

まかなっている状況です。今後は、支出の節約・抑制を行うことを第一に、給料（町税など）を増やす対策も講じない

といけません。

　次は、町民の皆さまの豊かさと幸せにつながる、令和４年度の重点施策の主な内容です。

（単位：万円） （単位：万円）

◎一般会計歳出　　　　　　　　　　　　　◎一般会計歳入

自主財源
1,625,469
27.6%

依存財源
4,253,531
72.4 %

町税
756,976 
12.9%

分担金及び
負担金
60,652
1.0%

繰入金
370,116 
6.3%

諸収入
131,762 
2.2%

寄附金など
305,963 
5.2%

地方譲与税
75,752 
1.3%

地方交付税
2,423,000 
41.2%

国庫支出金
679,216 
11.6%

県支出金
454,163
7.7%

町債
426,200 
7.3%

地方消費税交付金など
195,200 
3.3%

義務的経費
2,623,695
44.6%

消費的経費
1,925,787
32.8%

投資的経費
566,134
9.6%

その他
763,384
13.0%

人件費
1,192,732
20.3%

扶助費
871,376
14.8%

公債費
559,587
9.5%物件費

1,073,544
18.3%

維持補修費
26,657
0.5%

補助費等
825,586
14.0%

普通建設
事業費
566,105
9.6%

災害復旧
事業費
29
0.0%

積立金
129,628
2.2%

投資及び出資・貸付金
77,500
1.3%

繰出金
552,256
9.4%

予備費
4,000 
0.1%

（単位：千円） （単位：千円）

歳入総額
58億７千９百万円

歳出総額
58億７千９百万円
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児童児童遊具と健康（幸）遊具の体験会を実施
　

　4 月 15 日、高原町総合運動公園ちびっこ広場内で児童遊具と

健康（幸）遊具の体験会が開催されました。

　当日は、遍照幼稚園の児童やグラウンドゴルフ協会（ヘルス高

原）、スポーツ推進員連絡協議会、いきいきリーダーの方が参加

し、各遊具の説明後、実際に遊具を使っていただきました。参加者

は、遊具で体を動かしたり、遊んだりして楽しいひと時を過ごし

ていました。健康（幸）遊具は動作説明等も記載していますので、

ぜひ、体験してみてください。※健康（幸）遊具は、大人専用です。

事業事業承継によりカフェがオープン

　４月15日、高原町商店街にCafeみなづきがオープンし、

オープニングセレモニーが行われました。関係者による鏡割

りならぬコーヒー豆のたる割りでオープンを祝い、開店後は

多くのお客さんで賑わい、入れたてのコーヒーや軽食を楽し

んでいました。

　このカフェは、昨年閉店した山下書店の店主である尾上政

利さんが本町のマッチングサイトに登録し、本町出身の石﨑

友貴さんに事業を引き継いだことで開店に至りました。

高原高原町消防団入退団式を挙行
　

　４月３日、高原町消防団の入退団式がほほえみ館神武ホールで

行われました。これまでの間、消防行政に尽力をいただいた退団

者及び今後、町民の生命と財産を守るため活動いただく新入団員

に対し辞令が交付されたほか、日本消防協会の表彰の受章伝達が

行われました。また、今年度から新たに女性部が設立され、女性

団員５名により広報や啓発等の活動を行っていただきます。

　表彰者、入退団者は以下のとおりです。(敬称略 )

【退団者】　　元中央部　部長　佐伯　雅治

　　　　　　元第３部　団員　西元　隆太朗

　　　　　　元第７部　班長　岩元　春幸

　　　　　　元第７部　団員　反田　雅幸

【表彰者】　　第２部　団員　森山　昌樹

　　　　　　（日本消防協会　精績章）

【入団者】　　女性部　団員　鹿村　綾香

　　　　　　中央部　団員　松尾　一成

　　　　　　第２部　団員　轟木　聖也

　　　　　　第３部　団員　古川　一将

まちのわだい

春の春の全国交通安全運動
            街頭キャンペーン

　４月６日から 15 日にかけて春の全国交通安全運動が

行なわれました。

　運動期間初日には、小林地区交通安全協会高原支部の

会員、関係機関の方々と共に JR高原駅前において、街頭

キャンペーンを行いました。当日は、通行されるドライ

バーの方々に交通安全のチラシ等を配布して交通安全に

ついての啓発を行いました。

第45第45回高原町総合畜産共進会が開催

　４月１日、５日に、第45回高原町総合畜産共進会が開催

され、肉用種種牛の部に65頭、乳用種種牛の部に14頭、肉

牛枝肉の部に27頭の合計106頭の出品がありました。

　会場内では、地産地消と消費拡大運動への取組として、

宮崎牛の販売と牛乳のふるまいも行われ、町内の畜産農家、

関係者が一堂に会す盛大な共進会となりました。

審査結果

【肉用種種牛の部　グランドチャンピオン】

第３類「きりしま１１１」号　（血統：宗守富士×愛日向×勝平正）

飼養者：石山　翔平さん（下後川内区）

【乳用種種牛の部　グランドチャンピオン】

第４類「ＳＨ６００　テツチエ　スコーダ　キキ」号

飼養者：石山　宗行さん（常盤台区）

【肉牛枝肉の部　グランドチャンピオン】

「翔大４４１」号　（血統：耕富士×安福久×忠富士）

出品者：池田　常廣さん（常盤台区）

高原高原高校跡地の利活用に関する覚書を締結
　

　３月 30 日に、高原町と矢野産業株式会社の間で、高原高校

跡地の利活用に関する覚書を締結しました。

　４月６日には、関係機関が一堂に会し、高原高校跡地利活用運

営協議会（以下「運営協議会」。）を発足しました。今後、一

部の跡地については、運営協議会で管理運営を行いながら、利

用団体を募り、スポーツ・文化活動やボランティア活動など、

まちづくりの推進に向けた活動に利用していきます。
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児童児童遊具と健康（幸）遊具の体験会を実施
　

　4 月 15 日、高原町総合運動公園ちびっこ広場内で児童遊具と

健康（幸）遊具の体験会が開催されました。

　当日は、遍照幼稚園の児童やグラウンドゴルフ協会（ヘルス高

原）、スポーツ推進員連絡協議会、いきいきリーダーの方が参加

し、各遊具の説明後、実際に遊具を使っていただきました。参加者

は、遊具で体を動かしたり、遊んだりして楽しいひと時を過ごし

ていました。健康（幸）遊具は動作説明等も記載していますので、

ぜひ、体験してみてください。※健康（幸）遊具は、大人専用です。

事業事業承継によりカフェがオープン

　４月15日、高原町商店街にCafeみなづきがオープンし、

オープニングセレモニーが行われました。関係者による鏡割

りならぬコーヒー豆のたる割りでオープンを祝い、開店後は

多くのお客さんで賑わい、入れたてのコーヒーや軽食を楽し

んでいました。

　このカフェは、昨年閉店した山下書店の店主である尾上政

利さんが本町のマッチングサイトに登録し、本町出身の石﨑

友貴さんに事業を引き継いだことで開店に至りました。

高原高原町消防団入退団式を挙行
　

　４月３日、高原町消防団の入退団式がほほえみ館神武ホールで

行われました。これまでの間、消防行政に尽力をいただいた退団

者及び今後、町民の生命と財産を守るため活動いただく新入団員

に対し辞令が交付されたほか、日本消防協会の表彰の受章伝達が

行われました。また、今年度から新たに女性部が設立され、女性

団員５名により広報や啓発等の活動を行っていただきます。

　表彰者、入退団者は以下のとおりです。(敬称略 )

【退団者】　　元中央部　部長　佐伯　雅治

　　　　　　元第３部　団員　西元　隆太朗

　　　　　　元第７部　班長　岩元　春幸

　　　　　　元第７部　団員　反田　雅幸

【表彰者】　　第２部　団員　森山　昌樹

　　　　　　（日本消防協会　精績章）

【入団者】　　女性部　団員　鹿村　綾香

　　　　　　中央部　団員　松尾　一成

　　　　　　第２部　団員　轟木　聖也

　　　　　　第３部　団員　古川　一将
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登校時の安全指導、あいさ２（ツー）運動、読み聞かせ活動、学習支援（朝自習・栽培・木工・調理・歴史）

郷土芸能、昔の遊び、学校行事協力、部活動、環境整備、おたすけハウスやかけこみ 110 番の掲示　など

※熟議とは多くの当事者による「熟慮」と「討議」を重ねながら、政策を形成していくこと。

地域学校協働本部のイメージ図

※
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新規採用職員 　令和４年度の新規採用職員を紹介します。今回、新たに８名が採

用されました。

小中学校　校長 　令和４年度の高原町内小中学校の校長先生を紹介します。今回、

２名の校長先生が新たに転任して来られました。（※「◎」転任者）

令和４年度職員体制 　

教育総務課　文化財係

吉元　伸一
総合政策課　地域政策係

髙原　太郎

町民福祉課　福祉係

磯脇　めぐみ
税務課　賦課係

井尻　詩織

ほほえみ館　健康づくり推進係

長友　奈央
建設水道課　管理係

山村　凱斗
高原病院　事務室

轟木　聖也
農畜産振興課　農産園芸係

原重　雄大

高原中学校　校長

中山　新吾
後川内中学校　校長

鎌田　浩二
高原小学校　校長

多良　眞知子

広原小学校　校長

川見　達也
狭野小学校　校長

◎ 中川 　浩伸
後川内小学校　校長

◎ 谷之木　智子

※令和４年２月採用

※後川内小学校から転任

主任主事　　　　　  池　下　由希子

事務室事務長　　　  花牟禮　秀　隆

事務室係長　　　　  山　路　富志子

主　　査　　　　　  小久保　祐　太

主任主事 　　　　   留　山　祐　伍

主　　事            轟　木　聖　也

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　 　　　 中別府　和　也

教育対策監　　　　  武　田　　　透

学校教育係長 　　　 小久保　洋　平

主任主事　　　　　  鳥　井　恭　兵

主任主事        　　田　原　雄太郎

主任主事　　　　　  長　友　将　伍

課長補佐兼社会教育係長

　　　　　　　　　  江　田　雅　宏

副 主 幹　　　　　　唐仁原　美  和

主　　査　　　　　　原　田　朋　子

主任主事 　　　　　 中別府　宏　貴

文化財係長　　　　  山　下　浩　樹

主　　査　　　　　  吉　元　伸　一

主　　査　　　　 　 玉　谷　鮎　美

～　退　職　者　～
　

令和４年３月 31 日付

温　谷　誓　志

上　村　洋　二

水　町　洋　明

湯　地　ひろ子

総合保健福祉センターほほえみ館

（直通 42-4820）

館　　長　　　　　  久　徳　信　二

主幹兼健康づくり推進係長

　　　　　　　　　　中　村　みどり

主　　幹　　　　　  清　永　加代子

副 主 幹　　　　    小　城　　　恵

主　　査　　　　　  古　市　亜由美

主　　査　　　　　　広　池　加奈子

主　　査　　　　　  足　立　由　麻

主　　査　　　　　  下　村　裕　太

主任技師　　　　　  長　友　奈　央

技　　師　　　　　  中　村　光　希

介護保険係長     　 東　郷　啓　之

副 主 幹　　　　　  小久保　隆　佳

主任技師　　　　　  今　西　麻　美

主幹兼高齢者あんしん係長

　　　　　　　　　　釜　　　真由美

副 主 幹　　　　　  岸　元　あずさ

主　　査　　　　　  山　路　直　樹

主任主事　　　　　  小　城　大　和

主任主事（介護保険係兼務）

　　　　　　　　　　山　下　杏　奈

国民健康保険高原病院

(直通 42-1022）

病 院 長　　　　　  池　田　直　徳

副 院 長　　　　　  長　島　克　弘

主　　幹　　　　　  池　村　健　一

副 主 幹　　        岡　田　良　博

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　塩　見　慎　吾

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

主　　査　　　　　  持　井　　　康

主　　査　　　　 　 相　村　崇　成

主　　査　     　 　串　間　憂　也

主　　査　　　 　 　横　山　亜沙子

主任技師　　　　 　 松　元　英　里

看護総師長　　　　  古　川　裕　恵

看護師長　　　　 　 中別府　千　重

看護師長　　　　　　梅　木　千　恵

主　　幹    　　　  曽　山　純　子

主　　幹　  　 　　 田　上　昌　子

副 主 幹　　　　　  里　岡　百合子

副 主 幹　　　　　　松　田　純　代

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹 　　 　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

副 主 幹  　　　　　工　藤　陽　子

副 主 幹　　　　　　井　口　かおり

副 主 幹　　　　　  中　西　春　代

副 主 幹　　　　　  園　田　智　美

副 主 幹　　　　　  新　田　　　彩

副 主 幹　　　　　  柞　木　　　誠

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹            岡　元　貴　博

副 主 幹     　　   芝　　　香奈子

副 主 幹            恒　吉　昌　晃

副 主 幹            釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

副 主 幹　　    　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

主　　査      　　  北之園　直　明

主　　査            藤　本　由加理

主　　査　　　　　  永　田　武　士

主　　査 　　　　　 桐　原　結　花

主任技師　 　　　　 南　　　大　成

主任技師　　　　　　川　野　静　香

技　　師　　　　  　永　住　宗　大

主任主事　　　　 　 中　村　真　琴

主幹兼環境保全係長　海老原　俊一郎

主　　幹　　　　　  荒　殿　ヒロミ

主任主事 　　　　　 竹　田　善　彦

主　　事　　　　　  星　山　晃　英

保険係長　　　　 　 山　路　昌　志

主　　査　　　　　  西　元　隆太朗

主　　査　　　　 　 大　坪　由　良

主　　事　　　　　  川　平　直　人

産業創生課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　  森　山　　　業

産業観光係長        大　丸　晋　平

主　　査 　　　　　 德　井　美由希

主任主事　　　　　  平　部　真　也

農政林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　  平　川　昌　知

農政企画係長　　 　 岸　元　誠　樹

主任主事　　　　　  留　山　貴　裕

主任主事　　　　 　 東　　　康　太

林務係長　　　　　  田　原　修　司

主任主事　　　　　  吉　元　翔　平

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　  田　中　博　幸

課長補佐　　　      中屋敷　一　郎

畜産係長　　　　　  石　山　拓　磨

主　　査　　　　　  瀬戸山　博　文

主　　査　　　　　  鳥　集　悠　太

主任主事　　　　　  正入木　莉　奈

農産園芸係長　      六部一　智　久

主任主事 　　　　　 石　崎　宙　也

主　　事　　　　　  原　重　雄　大

主幹兼農村整備係長　田　中　伸一郎

主　　査 　　　　 　宮　地　隆　行

主　　査　　　　　　東　　　一　樹

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　  入　佐　和　彦

建設係長　　　　　  金　丸　　　隆

副 主 幹　　　　　  川　平　　　誠

主任主事　　　　　  柴　田　さや佳

主　　事　　　　　  東　　　優　汰

管理係長　　　　　  藤　本　淳　志

主　　幹　　　　　  上　野　早百合

副 主 幹            黒　木　克　英

主　　事 　　　　　 山　村　凱　斗

主幹兼水道係長　  　増　田　仁　志

副 主 幹　　　　　  古　川　潤　二

会計課　（直通 42-2114）

会計管理者兼会計課長

　　　　　　　　　　酒　匂　政　利

課長補佐兼会計係長　外　村　英　樹

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 平　　　真　樹

事務局次長　　　　  中　嶋　雄　二

副 主 幹            古　川　裕　子

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　平　川　昌　知

事務局係長 (併任）　 岸　元　誠　樹

副 主 幹　　　　　　石　山　直　美

主任主事　          二　宮　航　大

主任主事（併任）　　 留　山　貴　裕

町　　長　　　　　　高　妻　経　信

副 町 長　　　　　　横　山　安　博

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総合政策課　（直通 42-2115）

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

課長補佐　　　　　　今塩屋　博　子

企画政策係長　　　　上　山　順　司

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

主任主事　　　　　　瀬戸口　洋　介

主任主事      　　　林　　　麻理絵

地域政策係長　　　　寺　師　淳一郎

主　　査　　　　　　髙　原　太　郎

主　　査　　　　　　久保田　修　平

主　　査    　　　　石ヶ野　慎　也

総務課　（直通 42-2112）

課　　長　　　　　　末　永　恵　治

課長補佐（統括）兼行政係長　           

　　　　　　　　　　横　田　秀　二

副 主 幹　　　　　　安　田　香　菜

主　　査　 　　　　 松　尾　一　成

主　　査　　　　　　眞　方　康　孝

財政係長　　　　　　芝　田　和　之

主　　査　　　　　　有　村　和　俊

主　　事　　　　　　山　下　未　紀

主　　事 　　　　　 瀬　戸　皓　太

危機管理係長　　　　瀬戸山　幸　一

主　　査　　　　　　江　南　智　玄

課長補佐（行政改革推進業務）兼

行政改革推進室長　　高野瀬　博　文

主　　査（行政係兼務）

　　　　　　　　　　瀬戸口　祥　平

総務課付　　　　　　六部一　沙矢香

総務課付　        　下　村　美　樹

総務課付　　　　　　山　内　翔　太

総務課付　　　　　　早　野　由利加

総務課付　　　　　　中　川　裕　佳 

西諸広域行政事務組合派遣

　　　　　　　　　　中　嶋　秀　一

高原町社会福祉協議会派遣

　　　　　　　　　　中　原　圭一郎

高原町地域商社派遣　中　武　利　仁

　　　　　　　　　　新　福　竜　太

宮崎県庁派遣　　　　黒　木　智　也

宮崎県後期高齢者医療広域連合派遣　

　　　　　　　　　　今　西　光　大

税務課　（直通 42-2113）

課　　長　　　　　  髙　原　寿　志

賦課係長　　　　　　南　　　健一郎

主任主事　　　　　  井　尻　詩　織

主　　事　　　　　  原　賀　絢　都

固定資産係長　 　　 外　村　美保子

主任主事　　　　　  黒　木　香　織

主　　事　　　　　  末　永　貴　也

徴収係長　　　　　  正入木　潤　一

主任主事　　　　　  西　　　亮　介

主任主事　　　　　  柴　内　雅　史

町民福祉課　（直通 042-1067）

課　　長　　　　　  内　村　秀　次

福祉係長　　　　　  大　學　康　宏

主　　査　　　　　  磯　脇　めぐみ

主　　査　　　　　  林　　　史　弥

主　　査　　　　　  古　川　一　将

主任主事　　　　　  高　尾　千　春

主幹兼住民係長　　  坂之下　ふじみ

主　　査　　　　　  小久保　さあや
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髙原　太郎

町民福祉課　福祉係

磯脇　めぐみ
税務課　賦課係

井尻　詩織

ほほえみ館　健康づくり推進係

長友　奈央
建設水道課　管理係

山村　凱斗
高原病院　事務室

轟木　聖也
農畜産振興課　農産園芸係

原重　雄大

高原中学校　校長

中山　新吾
後川内中学校　校長

鎌田　浩二
高原小学校　校長

多良　眞知子

広原小学校　校長

川見　達也
狭野小学校　校長

◎ 中川 　浩伸
後川内小学校　校長

◎ 谷之木　智子

※令和４年２月採用

※後川内小学校から転任

主任主事　　　　　  池　下　由希子

事務室事務長　　　  花牟禮　秀　隆

事務室係長　　　　  山　路　富志子

主　　査　　　　　  小久保　祐　太

主任主事 　　　　   留　山　祐　伍

主　　事            轟　木　聖　也

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　 　　　 中別府　和　也

教育対策監　　　　  武　田　　　透

学校教育係長 　　　 小久保　洋　平

主任主事　　　　　  鳥　井　恭　兵

主任主事        　　田　原　雄太郎

主任主事　　　　　  長　友　将　伍

課長補佐兼社会教育係長

　　　　　　　　　  江　田　雅　宏

副 主 幹　　　　　　唐仁原　美  和

主　　査　　　　　　原　田　朋　子

主任主事 　　　　　 中別府　宏　貴

文化財係長　　　　  山　下　浩　樹

主　　査　　　　　  吉　元　伸　一

主　　査　　　　 　 玉　谷　鮎　美

～　退　職　者　～
　

令和４年３月 31 日付

温　谷　誓　志

上　村　洋　二

水　町　洋　明

湯　地　ひろ子

総合保健福祉センターほほえみ館

（直通 42-4820）

館　　長　　　　　  久　徳　信　二

主幹兼健康づくり推進係長

　　　　　　　　　　中　村　みどり

主　　幹　　　　　  清　永　加代子

副 主 幹　　　　    小　城　　　恵

主　　査　　　　　  古　市　亜由美

主　　査　　　　　　広　池　加奈子

主　　査　　　　　  足　立　由　麻

主　　査　　　　　  下　村　裕　太

主任技師　　　　　  長　友　奈　央

技　　師　　　　　  中　村　光　希

介護保険係長     　 東　郷　啓　之

副 主 幹　　　　　  小久保　隆　佳

主任技師　　　　　  今　西　麻　美

主幹兼高齢者あんしん係長

　　　　　　　　　　釜　　　真由美

副 主 幹　　　　　  岸　元　あずさ

主　　査　　　　　  山　路　直　樹

主任主事　　　　　  小　城　大　和

主任主事（介護保険係兼務）

　　　　　　　　　　山　下　杏　奈

国民健康保険高原病院

(直通 42-1022）

病 院 長　　　　　  池　田　直　徳

副 院 長　　　　　  長　島　克　弘

主　　幹　　　　　  池　村　健　一

副 主 幹　　        岡　田　良　博

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　塩　見　慎　吾

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

主　　査　　　　　  持　井　　　康

主　　査　　　　 　 相　村　崇　成

主　　査　     　 　串　間　憂　也

主　　査　　　 　 　横　山　亜沙子

主任技師　　　　 　 松　元　英　里

看護総師長　　　　  古　川　裕　恵

看護師長　　　　 　 中別府　千　重

看護師長　　　　　　梅　木　千　恵

主　　幹    　　　  曽　山　純　子

主　　幹　  　 　　 田　上　昌　子

副 主 幹　　　　　  里　岡　百合子

副 主 幹　　　　　　松　田　純　代

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹 　　 　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

副 主 幹  　　　　　工　藤　陽　子

副 主 幹　　　　　　井　口　かおり

副 主 幹　　　　　  中　西　春　代

副 主 幹　　　　　  園　田　智　美

副 主 幹　　　　　  新　田　　　彩

副 主 幹　　　　　  柞　木　　　誠

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹            岡　元　貴　博

副 主 幹     　　   芝　　　香奈子

副 主 幹            恒　吉　昌　晃

副 主 幹            釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

副 主 幹　　    　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

主　　査      　　  北之園　直　明

主　　査            藤　本　由加理

主　　査　　　　　  永　田　武　士

主　　査 　　　　　 桐　原　結　花

主任技師　 　　　　 南　　　大　成

主任技師　　　　　　川　野　静　香

技　　師　　　　  　永　住　宗　大

主任主事　　　　 　 中　村　真　琴

主幹兼環境保全係長　海老原　俊一郎

主　　幹　　　　　  荒　殿　ヒロミ

主任主事 　　　　　 竹　田　善　彦

主　　事　　　　　  星　山　晃　英

保険係長　　　　 　 山　路　昌　志

主　　査　　　　　  西　元　隆太朗

主　　査　　　　 　 大　坪　由　良

主　　事　　　　　  川　平　直　人

産業創生課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　  森　山　　　業

産業観光係長        大　丸　晋　平

主　　査 　　　　　 德　井　美由希

主任主事　　　　　  平　部　真　也

農政林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　  平　川　昌　知

農政企画係長　　 　 岸　元　誠　樹

主任主事　　　　　  留　山　貴　裕

主任主事　　　　 　 東　　　康　太

林務係長　　　　　  田　原　修　司

主任主事　　　　　  吉　元　翔　平

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　  田　中　博　幸

課長補佐　　　      中屋敷　一　郎

畜産係長　　　　　  石　山　拓　磨

主　　査　　　　　  瀬戸山　博　文

主　　査　　　　　  鳥　集　悠　太

主任主事　　　　　  正入木　莉　奈

農産園芸係長　      六部一　智　久

主任主事 　　　　　 石　崎　宙　也

主　　事　　　　　  原　重　雄　大

主幹兼農村整備係長　田　中　伸一郎

主　　査 　　　　 　宮　地　隆　行

主　　査　　　　　　東　　　一　樹

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　  入　佐　和　彦

建設係長　　　　　  金　丸　　　隆

副 主 幹　　　　　  川　平　　　誠

主任主事　　　　　  柴　田　さや佳

主　　事　　　　　  東　　　優　汰

管理係長　　　　　  藤　本　淳　志

主　　幹　　　　　  上　野　早百合

副 主 幹            黒　木　克　英

主　　事 　　　　　 山　村　凱　斗

主幹兼水道係長　  　増　田　仁　志

副 主 幹　　　　　  古　川　潤　二

会計課　（直通 42-2114）

会計管理者兼会計課長

　　　　　　　　　　酒　匂　政　利

課長補佐兼会計係長　外　村　英　樹

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 平　　　真　樹

事務局次長　　　　  中　嶋　雄　二

副 主 幹            古　川　裕　子

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　平　川　昌　知

事務局係長 (併任）　 岸　元　誠　樹

副 主 幹　　　　　　石　山　直　美

主任主事　          二　宮　航　大

主任主事（併任）　　 留　山　貴　裕

町　　長　　　　　　高　妻　経　信

副 町 長　　　　　　横　山　安　博

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総合政策課　（直通 42-2115）

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

課長補佐　　　　　　今塩屋　博　子

企画政策係長　　　　上　山　順　司

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

主任主事　　　　　　瀬戸口　洋　介

主任主事      　　　林　　　麻理絵

地域政策係長　　　　寺　師　淳一郎

主　　査　　　　　　髙　原　太　郎

主　　査　　　　　　久保田　修　平

主　　査    　　　　石ヶ野　慎　也

総務課　（直通 42-2112）

課　　長　　　　　　末　永　恵　治

課長補佐（統括）兼行政係長　           

　　　　　　　　　　横　田　秀　二

副 主 幹　　　　　　安　田　香　菜

主　　査　 　　　　 松　尾　一　成

主　　査　　　　　　眞　方　康　孝

財政係長　　　　　　芝　田　和　之

主　　査　　　　　　有　村　和　俊

主　　事　　　　　　山　下　未　紀

主　　事 　　　　　 瀬　戸　皓　太

危機管理係長　　　　瀬戸山　幸　一

主　　査　　　　　　江　南　智　玄

課長補佐（行政改革推進業務）兼

行政改革推進室長　　高野瀬　博　文

主　　査（行政係兼務）

　　　　　　　　　　瀬戸口　祥　平

総務課付　　　　　　六部一　沙矢香

総務課付　        　下　村　美　樹

総務課付　　　　　　山　内　翔　太

総務課付　　　　　　早　野　由利加

総務課付　　　　　　中　川　裕　佳 

西諸広域行政事務組合派遣

　　　　　　　　　　中　嶋　秀　一

高原町社会福祉協議会派遣

　　　　　　　　　　中　原　圭一郎

高原町地域商社派遣　中　武　利　仁

　　　　　　　　　　新　福　竜　太

宮崎県庁派遣　　　　黒　木　智　也

宮崎県後期高齢者医療広域連合派遣　

　　　　　　　　　　今　西　光　大

税務課　（直通 42-2113）

課　　長　　　　　  髙　原　寿　志

賦課係長　　　　　　南　　　健一郎

主任主事　　　　　  井　尻　詩　織

主　　事　　　　　  原　賀　絢　都

固定資産係長　 　　 外　村　美保子

主任主事　　　　　  黒　木　香　織

主　　事　　　　　  末　永　貴　也

徴収係長　　　　　  正入木　潤　一

主任主事　　　　　  西　　　亮　介

主任主事　　　　　  柴　内　雅　史

町民福祉課　（直通 042-1067）

課　　長　　　　　  内　村　秀　次

福祉係長　　　　　  大　學　康　宏

主　　査　　　　　  磯　脇　めぐみ

主　　査　　　　　  林　　　史　弥

主　　査　　　　　  古　川　一　将

主任主事　　　　　  高　尾　千　春

主幹兼住民係長　　  坂之下　ふじみ

主　　査　　　　　  小久保　さあや
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生涯学習講座とは

　生涯学習とは、「人が生涯にわたり学び・学習の活動を続けていくこと」をいいます。高原町では、町民の皆さん

の「学びたい気持ち」にお応えするために、趣向を凝らしながら様々な講座を開設しています。

　さらに、皇子原学園講座（高齢者対象）では、年間を通してバラエティに富んだ様々なジャンルが勉強できるよ

う工夫を凝らしています。

　生涯学習講座は項目ごとで行う一般的な講座と皇子原学園講座のように 20 項目の様々な内容が学べる講座があり

ます。また、夏休みには「子ども講座」や「親子体験講座」等も計画しています。座学から現地見学・作品づくり

など様々です。

　昨年度と同じ講座や新規の講座もありま

す。特色としては、「仲間づくり」です。個々

の学びから高原町全体の学びへと繋げてい

けると地域全体の活性化に繋がると考えて

います。

　ぜひ、生涯学習講座に出向いて、共に学

び合いませんか？お待ちしております。

令和４年度の受講者募集‼

●申込期間　　随時受付

●申込方法　　申込用紙（４月 15 日区長会全戸配布、

　教育委員会設置）にご記入の上、直接

　提出またはファックス、郵送によりお

　申込みください。

●申 込 先　　高原町教育総務課社会教育係

　　　　　　　☎　42‐１４８４

【講座内容】　携帯電話の安全な使い方・人権・文化・災害・健康・文化継承・

朗読・ふるさと再発見・食育・高原町史跡巡り・人生・音楽と健康・健幸・ペー

パークラフト・アート・パッチワーク・歴史・文化財・ヨガ・写真・川柳・書道・

地方再発見・色鉛筆・手話・子ども講座・親子講座・ジュニアコーラス講座

【講座内容】　携帯電話の安全な使い方・人権・文化・災害・健康・文化継承・

朗読・ふるさと再発見・食育・高原町史跡巡り・人生・音楽と健康・健幸・ペー

パークラフト・アート・パッチワーク・歴史・文化財・ヨガ・写真・川柳・書道・

地方再発見・色鉛筆・手話・子ども講座・親子講座・ジュニアコーラス講座

令和３年度

 受講の様子
令和３年度

 受講の様子

高原町生涯学習講座

引き続き就任される区長

高原町区長会
　令和４年４月から２年間、各区の代表としてご尽力いただく区長が決定しました。区長会長には、松石忠区長（湯

之元区）、区長会副会長には永友重光区長（上後川内区）が就任されました。就任及び退任された区長は次のとおり

です。（敬称略）

退任された方新たに就任された区長

前列左から

大浜　公芳

西元　洋一

西脇　京春

西村　四男

麦田　芳信

中島　　勤

小久保幸一

蒲生　義隆

下後川内区長　　

西広原区長   

上広原区長   

上麓区長   

下麓区長  

出口区長 

鹿児山区長 

小塚区長

村田　経典

増田　正澄

石橋　峰晴

栢木　信治

西川　嘉宏　　※写真右上

松石　　忠

古賀　孝治

永友　重光

花堂区長

蒲牟田区長 

北狭野区長 　

南狭野区長 　

祓川区長 　　

湯之元区長 

中平区長 

上後川内区長 

後列左から

川平区　　　郡山　慎一

下広原区　　山本　治信

並木区　　　境　　和彦

常盤台区　　村上　末男

川平区長

川平　信男

常盤台区長

酒匂　一房

並木区長

山﨑　隆

広報たかはる 10



生涯学習講座とは

　生涯学習とは、「人が生涯にわたり学び・学習の活動を続けていくこと」をいいます。高原町では、町民の皆さん

の「学びたい気持ち」にお応えするために、趣向を凝らしながら様々な講座を開設しています。

　さらに、皇子原学園講座（高齢者対象）では、年間を通してバラエティに富んだ様々なジャンルが勉強できるよ

う工夫を凝らしています。

　生涯学習講座は項目ごとで行う一般的な講座と皇子原学園講座のように 20 項目の様々な内容が学べる講座があり

ます。また、夏休みには「子ども講座」や「親子体験講座」等も計画しています。座学から現地見学・作品づくり

など様々です。

　昨年度と同じ講座や新規の講座もありま

す。特色としては、「仲間づくり」です。個々

の学びから高原町全体の学びへと繋げてい

けると地域全体の活性化に繋がると考えて

います。

　ぜひ、生涯学習講座に出向いて、共に学

び合いませんか？お待ちしております。

令和４年度の受講者募集‼

●申込期間　　随時受付

●申込方法　　申込用紙（４月 15 日区長会全戸配布、

　教育委員会設置）にご記入の上、直接

　提出またはファックス、郵送によりお

　申込みください。

●申 込 先　　高原町教育総務課社会教育係

　　　　　　　☎　42‐１４８４

【講座内容】　携帯電話の安全な使い方・人権・文化・災害・健康・文化継承・

朗読・ふるさと再発見・食育・高原町史跡巡り・人生・音楽と健康・健幸・ペー

パークラフト・アート・パッチワーク・歴史・文化財・ヨガ・写真・川柳・書道・

地方再発見・色鉛筆・手話・子ども講座・親子講座・ジュニアコーラス講座

【講座内容】　携帯電話の安全な使い方・人権・文化・災害・健康・文化継承・

朗読・ふるさと再発見・食育・高原町史跡巡り・人生・音楽と健康・健幸・ペー

パークラフト・アート・パッチワーク・歴史・文化財・ヨガ・写真・川柳・書道・

地方再発見・色鉛筆・手話・子ども講座・親子講座・ジュニアコーラス講座

令和３年度

 受講の様子
令和３年度

 受講の様子

高原町生涯学習講座
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

高原町の母子保健事業紹介　～赤ちゃんが産まれるまで～高原町の母子保健事業紹介　～赤ちゃんが産まれるまで～

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　住み慣れた場所で安心して子育てができるように高原町では様々な母子保健に関する事業を行ってい

ます。今回は、妊娠が分かってから、赤ちゃんが産まれるまでに利用できるサービスを紹介します。

母子健康手帳の交付

　保健師が個別に面談を行い、母子健康手帳を交付いたします。

【交付に必要なもの】

　・医師や助産師の発行する妊娠届出書

　・印鑑

　・身元確認のための書類（個人番号カード、通知カード、運転免許証など）

【日時】　原則毎月第２、第４火曜日　９：30 ～ 11：30

※お仕事の都合などにより、上記日程以外で交付を希望される方は、必ず事前にご連絡ください。また、妊婦本人

以外の方が代理で交付を受けたい場合は、委任状等が必要になりますので、事前にお問い合わせください。

妊婦健診

　妊婦健診は、お母さんとおなかの赤ちゃんの健康を守るために欠かすことはできません。

　妊婦健診受診券を使って最大 14 回までの健診を一部公費負担で受けることができます。助成券は母子健康手帳

の交付時にお渡ししております。

高原町出産サポート１１９

　出産時における不安を少しでも軽減し、安心、安全に出産を迎えて頂くために、妊娠中

から出産予定日等を事前に登録していただき、緊急の出産時等における緊急搬送をサ

ポートする事業です。詳細は母子健康手帳の交付時に説明しております。

高原町出産応援事業補助金

　妊娠から出産にかかる経済的負担の軽減や、安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを推進する

ことを目的として、妊婦の方に高原町出産応援事業補助金を交付いたします。詳細は母子健康手帳の交付時に説明

しております。

高原町子育て世代包括支援センター

　妊娠・出産・子育てに関するさまざまな相談に対応し、必要に応じ

て関係する機関との調整などを行いながら、それぞれのニーズに合わ

せてサポートしていきます。妊娠・出産・子育てに関することをどこ

に相談していいか迷ったら、一人で抱え込まずに、まずはお気軽に「子

育て世代包括支援センター」にご相談ください。　☎　42－４８２０
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高
原
町
で
は
、
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
農
家
が
一
年
中
で
最
も
忙
し

い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
畜
産
農
家
で

は
、
牛
の
飼
料
と
な
る
イ
タ
リ
ア
ン

の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
イ
タ
リ
ア

ン
を
刈
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
梱
包
ま
で

朝
早
く
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
、
天
気

を
気
に
し
な
が
ら
の
作
業
が
続
き
ま

す
。
こ
の
作
業
が
終
わ
る
と
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
ン
の
乾
草
を

町
内
の
至
る
所
で
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
白
い
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
積

ま
れ
た
田
畑
の
風
景
は
、
畜
産
が
盛

ん
な
高
原
町
な
ら
で
は
の
風
物
詩
と

言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
農
家
は
、

乾
草
の
収
穫
が
終
わ
る
と
息
つ
く
暇

も
な
く
田
植
え
の
準
備
に
取
り
掛
か

り
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が

入
り
、
荒
お
こ
し
、
そ
し
て
水
が
張

ら
れ
、
代
か
き
を
行
い
田
植
え
の
準

備
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
で
は
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
た

め
の
用
水
路
が
整
備
さ
れ
、
土
地

改
良
区
や
水
利
組
合
が
管
理
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
受
益
農
家
が
最

も
多
い
の
が
、
高
千
穂
土
地
改
良
区

が
管
理
し
て
い
る
下
川
原
用
水
路
で

す
。
田
ん
ぼ
の
受
益
面
積
は
１
０
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
組
合
員
数
は
３
０
４

名
、
水
路
延
長
は
支
線
ま
で
入
れ
る

と
４
７
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま

す
。

　

下
川
原
用
水
路
の
建
設
に
つ
い
て

古
文
書
に
書
か
れ
た
内
容
を
要
約

す
る
と
「
江
戸
時
代
の
嘉
永
元
年

(

１
８
４
８
年)

に
薩
摩
藩
の
手
で

建
設
さ
れ
た
。
水
路
の
整
備
は
、当
時
、

度
々
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
難
工
事

で
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら

実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時

の
郷
士
が
開
田
工
事
は
高
原
郷
発
展

の
源
と
な
る
こ
と
を
粘
り
強
く
陳
情

し
て
い
た
こ
と
が
実
り
、
弘
化
４
年

｟
１
８
４
７
年
｠
に
工
事
が
決
定
し

た
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
薩
摩
藩
三
大
工
事
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
が
か
り
な
工

事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
原
郷
だ

け
で
は
人
手
が
足
り
ず
、
西
目
方(

鹿

児
島)

か
ら
５
０
０
人
を
呼
び
寄
せ
、

そ
れ
で
も
足
り
ず
現
在
の
小
林
、
野

尻
、
高
崎
方
面
か
ら
毎
日
２
０
０
人

以
上
が
作
業
に
加
わ
り
、
女
性
を
中

心
に
一
日
に
何
千
人
と
い
う
人
達
が

従
事
し
、
３
年
半
後
に
よ
う
や
く
完

成
し
た
。」
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

１
７
０
年
前
の
こ
と
で
す
か
ら
建
設

機
械
も
な
く
、
す
べ
て
が
人
力
に
よ

る
工
事
で
あ
り
、
測
量
技
術
も
今
ほ

ど
発
達
し
て
お
ら
ず
相
当
な
難
工
事

だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
工
事
に
携
わ
っ
た
人
達
の

中
で
高
原
町
に
移
り
住
ん
だ
人
も
多

く
、
そ
の
地
域
が
並
木
の
村
移
地
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
田
ん
ぼ
の
用
水
の
外
、

排
水
路
や
防
火
用
水
と
し
て
の
役
割

も
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。
町
内
の
田
ん
ぼ
を
潤
し
、

農
業
と
高
原
町
の
発
展
を
支
え
て
き

た
先
人
の
遺
業
に
敬
意
を
表
し
、
心

か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
の
土
地
改
良
区
や
水
利
組
合

で
は
、
水
路
の
点
検
や
補
修
を
行
い
、

こ
れ
か
ら
田
植
え
の
準
備
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。
今
年
も
豊
作
と
な
り
、

美
味
し
い
米
が
採
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

｟
文
書
中
、「
高
原
町
史
」「
高
原
町
の

文
化
財
」「
高
千
穂
土
地
改
良
区
下
川

原
用
水
略
歴
史
由
来
」
か
ら
一
部
引

用
し
て
い
ま
す
。｠

リ
サ
イ
ク
ル
当
番
広
場
の
隅
の
お
そ
桜

祖
父
在
ら
ば
供
へ
上
げ
た
き
初
鰹

鯉
の
ぼ
り
捕
ま
え
て
よ
と
せ
が
ま
れ
て

摘
み
草
や
豆
腐
に
合
わ
せ
夕
一
品

新
緑
や
霧や

ま島
を
バ
ッ
ク
に
喫
茶
店

夜
明
け
待
ち
春
を
奏
で
る
山
つ
つ
じ

豆
飯
や
父
の
育
て
し
地
の
恵
み

五
月
来
ぬ
鍬
を
載
せ
た
る
猫
車

蓮れ
ん
げ華
田
に
寝い

ぬ
や
い
と
こ
と
大
昔

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

中　

園　

直　

子

五
月
号 

　
　
　
高
原

高
千
穂
開
田
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た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
開
催

〇
日
時
　
５
月
15
日｟
日
｠　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

〇
場
所
　
高
原
町
総
合
運
動
公
園

〇
イ
ベ
ン
ト
　
ス
ー
プ
の
ふ
る
ま
い
　※

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
検
討
中

〇
そ
の
他

☆
出
店
者
・
出
店
企
業
募
集
中
！
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
交
流
市
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
た
か
は
る

よ
り
ど
り
交
流
市
」を
チ
ェ
ッ
ク
！

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
事
務
局

　
☎
42-

３
９
６
８
　

　
☎
０
９
０-

６
０
１
７-

８
５
３
２

第
33
回
　
歯
と
健
康
み
ん
な
の
集
い

〇
日
時
　
６
月
11
日｟
土
｠　
午
後
２
時
～
午
後
４
時｟
受
付
時
間
｠

〇
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
　
中
研
修
室

○
内
容
　

・
歯
の
衛
生
週
間
図
画
、ポ
ス
タ
ー
展
示
・
フ
ッ
素
無
料
塗
布

・
歯
み
が
き
指
導
・
歯
の
健
康
無
料
相
談
・
成
人
歯
科
検
診

・
口
腔
が
ん
検
診
・
妊
産
婦
歯
科
検
診

○
そ
の
他
　
当
日
は
感
染
予
防
対
策
を
と
っ
て
｟
マ
ス
ク
着
用
等
｠

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
あ
ら
た
け
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
☎
42-

１
１
２
３

お
知
ら
せ

まちの掲示板Town　Information

　まもなく出水期を迎えることとなります。出水期

に向けた準備はお済みでしょうか。

　出水期には梅雨前線の停滞による大雨や、線状降

水帯の発生による短時間に非常に強い雨が降り続

きます。それに伴い、地盤のゆるみにより崖地が崩

壊したり、崩壊した土砂等を巻き込んで洪水、土石

流を発生させたりする危険性があります。

　本町では、洪水や河川の氾濫により浸水すること

が想定されている地域はありませんが、降水の時

間、量によって水路から水があふれたり排水が間に

合わなかったりすることで道路が浸水するケース

が見られます。

　ご自宅が水路などの近くにある方は、水路の増水

には十分ご注意ください。水路の増水がみられる場

合には早めの避難をお願いします。また、決して水

路に近づいて様子を見に行くようなことはしない

ようお願いします。

　町内で住宅地に影響を与え土石流が発生する可

能性がある地域として、広い範囲では主に祓川区が

指定されています（平成29年に発行した地震ハザー

ドマップに指定地域が記載されています。）。

　過去には長時間の雨により土砂が若干流れ出し、

一時通行規制を行ったこともありますので、ご自宅

が崖地付近にあるご家庭は、降雨の状況、気象台や

テレビの天気予報等で以降の雨の様子を確認する

こと、崖地の中腹等から出水が見られたりぱらぱら

と小石が落ちてきたりするなどの異常がないか確

認をお願いします。

　異常や危険を感じた場合は早めの避難をお願い

します。また、災害対策本部としても町内巡回等に

より異常現象の確認は行いますが、役場総務課危機

管理係への情報提供等もお願いいたします。

防災関連連載　　Vol.32

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することが

できます。町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

出水期の災害について

　　

６月１日から令和４年度の特定・長寿・
わけもん健診の受付が始まります。

○特定・長寿健診の受診方法

１　集団健診

　日程・会場は次のとおりです。

　・８月22日 （月）　ほほえみ館

　・８月23日 （火）　鹿児山農業構造改善センター

　・８月24日 （水）　上後川内地区多目的活動施設

　・８月25日 （木）　南狭野活性化センター　

　・８月26日 （金）　下広原構造改善センター

　・11月６日 （日）　ほほえみ館

　・１月22日 （日）　ほほえみ館

２　個別健診（病院での健診）

　西諸管内の指定医療機関で受診してください。受

診には、ほほえみ館が発行する受診券が必要です。

３　職場健診（職場での健診）

　受診した健診結果を提出していただければ、特定

健診を受けたことになります（受診した健診内容に

よっては該当しない場合があります。）。

※特定健診対象者　40歳～ 74歳の国保被保険者

※長寿健診対象者　後期高齢者医療被保険者

○わけもん健診の受診方法（集団健診）

　特定・長寿健診と同様の日程・会場となります。

※わけもん健診対象者　20歳～ 39歳の方。

○簡易人間ドックの受診方法

　ほほえみ館で予約が必要です。　

※簡易人間ドック対象者　30歳以上

　新型コロナウイルス感染症の影響により健（検）診の実施及び

実施内容等について、変更・中止となる場合があります。

  お問い合わせ先

  ほほえみ館健康づくり推進係　☎42-４８２０

の り し ろ

の り し ろ

り

お

ま

や

ろ

し

り

の

高原町大字西麓８９９番地

高　妻　経　信  行

～「町民の声」～

（取扱い　総合政策課地域政策係）

高原町長

　町政に関するご提言・ご提案など皆
さまが日ごろの生活の中で、お気付き
のことや、お考えになっていることを、
この用紙によりお寄せください。なお、
お寄せいただいたご提言などは、個人
情報に十分注意しながら、その要旨を
町ホームページや、広報紙などで公表
させていただくことがありますので、
あらかじめご了承いただきますようお
願いします。
※提言者の氏名・住所の記載がない場

合は、回答ができませんので氏名・住
所等の記載をよろしくお願いします。

※「町民の声」担当窓口

　〒889－4492
　高原町大字西麓８９９番地
　高原町役場総合政策課地域政策係

　電話番号 0984（42）２１１５（内線226）

「町民の声」募集!!「町民の声」募集!!・ ・・ ・８ ８ ９ ４ ４ ９ ０
料金受取人払

都城支店
承　認

差出有効期限
令和5年
2月28日まで

切手は
不要です。

840

郵 便 は が き
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た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
開
催

〇
日
時
　
５
月
15
日｟
日
｠　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

〇
場
所
　
高
原
町
総
合
運
動
公
園

〇
イ
ベ
ン
ト
　
ス
ー
プ
の
ふ
る
ま
い
　※

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
検
討
中

〇
そ
の
他

☆
出
店
者
・
出
店
企
業
募
集
中
！
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
交
流
市
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
た
か
は
る

よ
り
ど
り
交
流
市
」を
チ
ェ
ッ
ク
！

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
事
務
局

　
☎
42-

３
９
６
８
　

　
☎
０
９
０-

６
０
１
７-

８
５
３
２

第
33
回
　
歯
と
健
康
み
ん
な
の
集
い

〇
日
時
　
６
月
11
日｟
土
｠　
午
後
２
時
～
午
後
４
時｟
受
付
時
間
｠

〇
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
　
中
研
修
室

○
内
容
　

・
歯
の
衛
生
週
間
図
画
、ポ
ス
タ
ー
展
示
・
フ
ッ
素
無
料
塗
布

・
歯
み
が
き
指
導
・
歯
の
健
康
無
料
相
談
・
成
人
歯
科
検
診

・
口
腔
が
ん
検
診
・
妊
産
婦
歯
科
検
診

○
そ
の
他
　
当
日
は
感
染
予
防
対
策
を
と
っ
て
｟
マ
ス
ク
着
用
等
｠

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
あ
ら
た
け
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
☎
42-

１
１
２
３

お
知
ら
せ

まちの掲示板Town　Information

の り し ろ

の り し ろ

り

お

ま

や

ろ

し

り

の

高原町大字西麓８９９番地

高　妻　経　信  行

～「町民の声」～

（取扱い　総合政策課地域政策係）

高原町長

　町政に関するご提言・ご提案など皆
さまが日ごろの生活の中で、お気付き
のことや、お考えになっていることを、
この用紙によりお寄せください。なお、
お寄せいただいたご提言などは、個人
情報に十分注意しながら、その要旨を
町ホームページや、広報紙などで公表
させていただくことがありますので、
あらかじめご了承いただきますようお
願いします。
※提言者の氏名・住所の記載がない場

合は、回答ができませんので氏名・住
所等の記載をよろしくお願いします。

※「町民の声」担当窓口

　〒889－4492
　高原町大字西麓８９９番地
　高原町役場総合政策課地域政策係

　電話番号 0984（42）２１１５（内線226）

「町民の声」募集!!「町民の声」募集!!・ ・・ ・８ ８ ９ ４ ４ ９ ０
料金受取人払

都城支店
承　認

差出有効期限
令和5年
2月28日まで

切手は
不要です。

840

郵 便 は が き
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

小
林
保
健
所
に
お
け
る

　
　
　
令
和
４
年
度
相
談
事
業

〖
ひ
き
こ
も
り
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
〗

　
精
神
科
医
師
等
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
や
ご
家
族
の

方
等
を
対
象
に
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
日
時
　
毎
月
第
４
火
曜
日

　※

11
、
12
月
は
第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〇
場
所
　
小
林
保
健
所

〇
費
用
　
無
料

※

予
約
制
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〖
ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室
〗

　
飲
酒
の
問
題
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の

問
題
が
あ
る
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
、

ご
友
人
な
ど
を
対
象
に
ア
ル
コ
ー
ル
家

族
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〇
場
所
　
小
林
保
健
所
１
階
　
会
議
室

〇
費
用
　
無
料

〖
わ
か
ち
あ
い
の
会

｟
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
｠
〗

　
つ
ら
い
気
持
ち
、
悲
し
み
を
抱
え
た

遺
族
の
方
々
が
安
心
し
て
思
い
を
分
か

ち
合
え
る
場
で
す
。

〇
日
時
　
毎
月
第
４
木
曜
日

　※

２
月
は
第
３
木
曜
日

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

〇
場
所
　
小
林
保
健
所
１
階
　
会
議
室

〇
費
用
　
無
料

※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
際
は

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
保
健
所
健
康
づ
く
り
課

　
疾
病
対
策
担
当

　
☎
23-

３
１
１
８

人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
　
　
　
特
設
相
談
所
開
設

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
お
り
、
本
町
で
は
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

及
び
本
町
で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
活
動
さ
れ

て
い
る
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
日
時
　
６
月
１
日
｟
水
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
　
会
議
室

○
人
権
擁
護
委
員

　
出
口
区
　
　
森
　
い
つ
子
さ
ん

　
下
後
川
内
区
　
大
山
　
英
子
さ
ん

　
上
広
原
区
　
酒
匂
　
清
治
さ
ん

　
中
平
区
　
　
久
保
田
　
光
信
さ
ん

　
こ
の
他
に
も
法
務
局
に
お
け
る
常
設

相
談
所
及
び
各
地
域
に
お
け
る
特
設
相

談
所
に
お
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
42-

２
１
１
５

相
　
　
談

Town　Information まちの掲示板
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
、
左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休
日
の
窓

口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
５
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
５
月
12
日｟
木
｠　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階
　
町
民
福
祉
課
住
民
係

〖
５
月
の
休
日
開
庁
〗　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
５
月
29
日｟
日
｠　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階
　
町
民
福
祉
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
５
月
25
日｟
水
｠　
午
後
５
時
ま
で

　※

定
員
に
な
り
次
第
、予
約
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、開
庁
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、
役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け

ま
す
。
紛
失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
｟
有
料
｠

は
、
平
日
の
み
の
受
付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発
行
や

住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代
理
人
の
付
き
添
い
が
必
要

で
す
。
本
町
の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄
が
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
法
定
代
理
人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸
籍
謄

本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
係
　
☎
42-

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

の り し ろ

ろ

し

り

の

の り し ろ

所 住話 電

名 氏齢 年
（

）
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小
林
保
健
所
に
お
け
る

　
　
　
令
和
４
年
度
相
談
事
業

〖
ひ
き
こ
も
り
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
〗

　
精
神
科
医
師
等
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
や
ご
家
族
の

方
等
を
対
象
に
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
日
時
　
毎
月
第
４
火
曜
日

　※

11
、
12
月
は
第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〇
場
所
　
小
林
保
健
所

〇
費
用
　
無
料

※

予
約
制
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〖
ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室
〗

　
飲
酒
の
問
題
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の

問
題
が
あ
る
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
、

ご
友
人
な
ど
を
対
象
に
ア
ル
コ
ー
ル
家

族
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

〇
場
所
　
小
林
保
健
所
１
階
　
会
議
室

〇
費
用
　
無
料

〖
わ
か
ち
あ
い
の
会

｟
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
｠
〗

　
つ
ら
い
気
持
ち
、
悲
し
み
を
抱
え
た

遺
族
の
方
々
が
安
心
し
て
思
い
を
分
か

ち
合
え
る
場
で
す
。

〇
日
時
　
毎
月
第
４
木
曜
日

　※

２
月
は
第
３
木
曜
日

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

〇
場
所
　
小
林
保
健
所
１
階
　
会
議
室

〇
費
用
　
無
料

※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
際
は

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
保
健
所
健
康
づ
く
り
課

　
疾
病
対
策
担
当

　
☎
23-

３
１
１
８

人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
　
　
　
特
設
相
談
所
開
設

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
お
り
、
本
町
で
は
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

及
び
本
町
で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
活
動
さ
れ

て
い
る
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
日
時
　
６
月
１
日
｟
水
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
　
会
議
室

○
人
権
擁
護
委
員

　
出
口
区
　
　
森
　
い
つ
子
さ
ん

　
下
後
川
内
区
　
大
山
　
英
子
さ
ん

　
上
広
原
区
　
酒
匂
　
清
治
さ
ん

　
中
平
区
　
　
久
保
田
　
光
信
さ
ん

　
こ
の
他
に
も
法
務
局
に
お
け
る
常
設

相
談
所
及
び
各
地
域
に
お
け
る
特
設
相

談
所
に
お
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
42-

２
１
１
５

相
　
　
談

Town　Information

の り し ろ

ろ

し

り

の

の り し ろ

所 住話 電

名 氏齢 年
（

）
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査　令和４年４月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，４１２ 人 ー６７ ー１３３

男 ４，０１５ 人 ー３０ ー６０

女 ４，３９７ 人 　ー３７ ー７３

世帯数 ３，７０９世帯 ー１９ ー３４

町の総人口

転入 ２６ 出生 ５

転出 ８６ 死亡 　１２

人口の動き

３月の交通事故発生状況

３月の出動状況

「電子マネーを買って」に注意！

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

物損　　12

人身　　０ 年計　　３

年計　　30

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：15　休日　10：00 ～ 16：00

　５月の閉室日　３日（火）、４日（水）、５日（木）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

３月受付分・敬称略

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　　【地区名】

原田武寛　　　母　　　　キサ子　　　　上麓区

下村義幸　　　母　　　　ユキ　　　　　上後川内区

福元ヤエ子　　夫　　　　豊　　　　　　蒲牟田区

河野アキ　　　夫　　　　通　　　　　　並木区

中別府フミ　　夫　　　　學　　　　　　下後川内区

鷹巣ユウ子　　義母　　　マキ　　　　　下広原区

豊村セツミ　　子　　　　雄弘　　　　　上麓区

下野幸子　　　母　　　　二川秀子　　　湯之元区

尾辻英明　　　兄　　　　昌博　　　　　上麓区

　　　　　　　　　　　　森山ハツミ　　小塚区

香典返し

☆ありがとうございました。

　令和３年中、県内のうそ電話詐欺は前年を上回る被

害が発生しました。

　中でも、「電子マネー」を悪用したうそ電話詐欺が増

加しており、10代から高齢者の方までの幅広い世代の

方が被害に遭っています。「電子マネーを買って」、

「カード番号を教えて」と要求されたときは、注意が必

要です。

　３月中、高原町で火災

はありませんでした。

　引き続き火の取扱いには十分注意しましょう。

架空料金請求詐欺に多い手口

◆「未納料金がある。」と連絡がある。

◆パソコンで「ウイルスに感染した」と警告が出

る。

◆「○億円が当たった。」とメールが届く。

◆突然、「アダルトサイトに登録された」との通知

が届く。

火災　　０

救急　　33 年計　 110

年計　　２

　不審な電話があった場合は、絶対に応じることなく、

すぐに警察相談専用窓口か最寄りの警察署にご連絡く

ださい。

同志少女よ、敵を撃て

出版社／早川書房　　著／逢坂冬馬

　1942 年、ドイツとソ連の戦争で

家族を失い、狙撃兵となる決意を

した少女セラフィマ。戦地で戦う

仲間とセラフィマが目にした真の

敵とは…。改めて戦争について考

えさせられる小説です。2022 年本

屋大賞受賞作品！

万事オーライ

出版社／ＰＨＰ研究所　　著／植松三十里

　別府観光の父と呼ばれた、油屋

熊八の半生を描く実話小説。奇想

天外なアイディアと並外れた行動

力、そして「万事オーライ」の精

神で苦難を乗り越え、夢に向かい、

仲間や妻たちとともに別府温泉を

日本一へと導くまでの奮闘記です。
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5 月のカレンダー

　

桜
の
季
節
が
終
わ
り
、
新
緑
鮮
や
か
な

初
夏
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
１
年
間
の
本
誌
の
表
紙
は
、

本
町
の
美
し
い
景
色
を
掲
載
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
私
自
身
の
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
し
て
、
人
の
あ
る
風
景
を
掲
載

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
新
一
年
生
の
登
校
風
景
を
撮
影

し
ま
し
た
。巢

す
こ
し
ば
か
り
大
き
く
感

じ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
意
気
揚
々

と
登
校
す
る
姿
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で

元
気
を
貰
え
る
気
が
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
欠
か

せ
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
豊
か
な
表
情

を
写
真
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
枚
か
ら
何
か
感
じ

取
っ
て
も
ら
え
る
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 日
リサイクル・有害・その
他ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

9 月 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

10 火

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

11 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

12 木
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

13 金
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

14 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

15 日

16 月

17 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

18 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野 14:00 ～ 16:00 高齢者

あんしん係

町民生活相談 ほほえみ館
相談室 9:00 ～ 12:00 社会福祉

協議会

19 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

20 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

21 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

22 日

23 月

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 火

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

オレンジカフェたかはい
上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 高齢者

あんしん係

皇子原学園開講式 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課社会教育係

25 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

26 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

27 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

28 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

健康講座 高原小学校
グラウンド 10:00 ～ 12:00 教育総務課社会教育係

29 日

30 月

31 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

6 月のカレンダー

1 水

もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

町民生活相談 ほほえみ館
相談室 9:00 ～ 12:00 社会福祉

協議会

2 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

3 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

4 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

5 日

6 月 育児学級 ほほえみ館 13:30 ～ 14:30 ほほえみ館

7 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

今月は、 固定資産税 （１期）、

軽自動車税 （全期） の納期です。
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広
報

　たかはるよりどり交流市会場内で、「奥霧島カーズホリデー」と称し車の展示が行われています。

展示している方の世代は幅広く、車のジャンルも様々ですが、「車好き」という共通点と、高原

町のイベントを盛り上げたいという思いで実施されています。

　珍しい車や懐かしの旧車などが並び、会場に来た方の目を楽しませています。今後も、たかは

るよりどり交流市などで展示されるとのことですので、ぜひご覧ください！

　たかはるよりどり交流市会場内で、「奥霧島カーズホリデー」と称し車の展示が行われています。

展示している方の世代は幅広く、車のジャンルも様々ですが、「車好き」という共通点と、高原

町のイベントを盛り上げたいという思いで実施されています。

　珍しい車や懐かしの旧車などが並び、会場に来た方の目を楽しませています。今後も、たかは

るよりどり交流市などで展示されるとのことですので、ぜひご覧ください！

奥霧島カーズホリデー奥霧島カーズホリデー
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